
具体的な活用場面

◆熱貫流率の低い材料での評価に利用できます。

◆自動車部品、建築材料等における断熱材料開発

に活用できます。

発明の特長

◆曲面の試料の測定に対応できる仕様です。

◆車両に取り付けられた状態での部品の測定も

可能です。

◆部品の断熱性における寄与率を評価できます。

活用場面と発明の特長

◆部品の断熱性能（熱貫流率）を、平板だけでなく複雑形状でも評価できる装置を開発しました。
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セールスポイント

断熱性能（熱貫流率）評価装置

部品の断熱性能の評価に有効な装置です

断熱性能評価装置の構造

熱貫流率＝
測定試料を通過する熱エネルギー Ｅ

試料面積×（熱袋内部温度 Ts － 室内温度 Tm）

平板測定の例

部品測定（自動車ドア）の例

測定試料

測定試料

車両に取り付けられたバックドアの測定
（上：結果 下：車両内部の計測ユニット）

熱袋

ファン・ヒーターユニット

～ 複雑形状の部品でも断熱性の評価ができます ～
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